明代徐禎卿の江南・瀟湘への旅 : 言志文学の決意 by 鷲野 正明
中
国
の
詩
は
、
詩
人
に
よ
っ
て
強
弱
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
政
治
性
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な
い
。
詩
文
を
作
る
者
は
政
治
家
・
官
僚
を
目
指
し
、
科
挙
で
は
詩
文
の
技
量
が
試
さ
れ
る
。
隠
者
で
あ
っ
て
も
、
社
会
と
政
治
を
見
る
眼
は
常
に
開
か
れ
て
い
る
。
弱
い
一
個
人
の
立
場
か
ら
権
力
者
を
「
白
眼
視
」
す
る
玩
籍
の
よ
う
な
「
詩
人
」
も
い
た
。
と
こ
ろ
が
明
代
の
中
頃
か
ら
、
呉
（
蘇
州
）
を
中
心
に
お
よ
そ
政
治
と
は
無
関
係
に
詩
・
書
・
画
・
演
劇
な
ど
に
耽
り
日
々
を
楽
し
く
過
ご
す
、
い
わ
ゆ
る
文
人
た
ち
が
出
て
く
る
。
沈
周
二
四
二
八
～
一
五
○
九
）
を
初
め
祝
允明（一四六一～一五一一七）、唐寅（一四七○～一五一一三）、文徴
明二四七○～一五五九）などである。その一人に徐頑卿（一四七九
～
一
五
一
二
が
い
た
。
は
じ
め
に
明
代
徐
頑
卿
の
江
南
・
滿
湘
へ
の
旅
ｌ
言
志
文
学
の
決
意
Ｉ
徐
頑
卿
の
生
涯
は
呉
で
過
ご
し
た
青
春
時
代
と
科
挙
及
第
後
の
官
僚
時
代
と
に
分
け
ら
れ
る
。
青
春
時
代
に
は
文
徴
明
や
唐
寅
な
ど
と
親
し
く
交
遊
し
、
詩
・
書
・
画
に
親
し
み
、
詩
で
一
目
置
か
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
文
徴
明
と
（１）
の
三
両
の
応
酬
、
唐
寅
と
の
書
画
を
通
し
て
の
交
わ
り
、
文
人
達
と
の
「
落
花
（２）
詩
」
の
和
韻
な
ど
は
風
流
韻
事
の
極
み
と
し
て
吉
向
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
徐
頑
卿
は
、
そ
う
し
た
文
人
達
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
科
挙
を
目
指
し
、
及
第
し
た
一
一
十
七
歳
か
ら
亡
く
な
る
三
十
三
歳
ま
で
官
界
の
人
と
な
る
。
官
場
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
文
学
に
対
す
る
意
識
が
変
わ
り
、
ま
た
唐
寅
（３）
と
の
間
に
誤
解
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
徐
頑
卿
の
文
学
の
新
た
な
方
向
を
導
い
た
の
は
李
夢
陽
二
四
七
二
～
一
五
二
九
）
で
あ
る
。
が
、
徐
頑
卿
が
自
ら
の
文
学
に
つ
い
て
明
確
に
意
識
し
た
の
は
、
江
南
か
ら
繍
湘
へ
の
旅
を
通
し
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
旅
で
、
徐
頓卿は李夢陽へ「重與献吉書」（重ねて献吉に与ふるの書）を寄せ、
鷲
野
正
明
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「
言
志
」
文
学
へ
の
決
意
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
実
践
の
作
品
と
も
言
え
る
、
五
十
韻
の
長
編
の
詩
「
於
武
昌
懐
献
吉
五
十
韻
」
（
武
昌
に
（４）
於て献士口を懐ふ五十韻）を李夢陽に送る。
徐
頑
卿
は
二
十
七
歳
の
弘
治
十
八
年
（
一
五
○
五
）
二
月
進
士
に
挙
げ
ら
れ、三月廷試、大理左寺副を授けられた。科挙に及第した年の五月、
孝宗が崩御し、武宗が即位する。翌、武宗の正徳元年（一五○六）
二
十
八
歳
の
徐
頑
卿
は
、
命
を
受
け
外
史
を
編
纂
す
る
た
め
江
南
・
瀧
湘
に
赴
く
。
外
史
は
、
蟹
夷
の
図
書
・
文
書
を
掌
る
役
人
で
あ
る
。
武
昌
で
の
「
重
與
献
吉
書
」
（
重
ね
て
献
吉
に
与
ふ
る
の
書
）
は
、
旅
程
と
折
々
の
感
慨
が
詳
し
く
記
さ
れ
、
そ
の
当
時
の
風
景
ｌ
徐
頑
卿
の
見
た
風
景
Ｉ
と
徐
頑
卿
の
「
お
も
い
」
を
知
る
好
個
の
資
料
で
あ
る
。
一
年
余
り
の
旅
で
、
徐
頑
卿
は
何
を
得
て
何
を
思
っ
た
の
か
。
本
稿
で
は
、
そ
の
手
紙
の
全
文
と
関
連
の
詩
を
読
み
な
が
ら
、
徐
頓
卿
の
江
南
・
繍
湘
へ
の
旅
の
足
跡
（５）
と、心の軌跡を辿ってゆきたい。
外
史
編
纂
の
た
め
の
旅
は
、
京
師
を
出
発
し
て
故
郷
の
呉
（
蘇
州
）
に
立
ち
寄
り
、
杭
州
か
ら
富
春
江
を
遡
っ
て
都
陽
湖
へ
出
、
長
江
を
遡
っ
て
武
昌
へ、という行程である。
徐
頑
卿
は
、
正
徳
一
兀
年
（
一
五
○
六
）
一
一
月
十
三
日
、
京
師
を
出
発
し
、
、
京
師
か
ら
蘇
州
・
会
稽
へ
淵
河
か
ら
舟
に
乗
り
、
直
沽
、
衛
水
、
汝
水
、
浦
、
徐
州
を
経
、
三
月
、
故
郷
の
蘇
州
に
着
い
た
。
李
夢
陽
へ
の
手
紙
「
重
與
献
吉
書
」
（
重
ね
て
献
吉
に与ふるの書）には次のように云う。
僕
摂
提
格
の
歳
の
仲
春
を
以
て
南
に
祖
く
。
齊
魯
の
郊
を
出
で
、
准
柿
の
鱸
を
経
。
平
原
を
直
視
す
る
に
、
請
条
た
る
こ
と
千
里
。
時
に
於
な
つ
と
む
み
て
錐
野
に
稚
き
、
麦
秀
で
て
杣
油
た
り
。
日
月
の
勤
る
を
膳
、
東
山
の
膜
に
感
ず
。
宵
砂
と
し
て
神
を
傷
ま
し
む
る
と
難
も
、
未
だ
以
て
心
を
振はして揚慮するに足らざるなり。既にして道は東呉を指し、
故
都
を
傍
樫
す
る
も
、
棲
棲
焉
と
し
て
仲
尼
の
魯
を
去
る
が
若
き
な
り
。
僕以攝提格之歳仲春南但。出齊魯之郊、經准浦之嘘。直視平原、
藷
條
千
里
。
於
時
維
雅
於
野
、
麥
秀
油
油
。
轄
日
月
之
勤
、
感
東
山
之
嘆
。
難
盲
砂
傷
神
、
末
足
以
振
心
而
揚
慮
也
。
既
而
道
指
東
呉
、
傍
僅
故
都
、
棲
棲
焉
若
仲
尼
之
去
魯
也
。
（６）
「東山の膜」は『詩経」幽風「東山」、道中の苦しきと帰郷の喜
び
を
詠
う
。
『
詩
経
」
で
は
北
方
人
の
嫌
う
雨
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
徐
頑
卿
は
月
の
当
た
り
に
し
た
風
景
を
「
蒲
条
た
る
こ
と
千
里
。
時
に
於
て
錐
野
に
帷
き
、
麦
秀
で
て
油
油
た
り
」
と
描
く
。
見
渡
す
限
り
請
条
と
し
、
時
に
錐
が
鳴
き
、
麦
が
茂
っ
て
い
て
、
ま
る
で
国
が
亡
ん
だ
あ
と
の
よ
う
で
あ
る。だから「盲砂神を傷ましむ」のであるが、これには劉理ら「八
虎
」
の
「
亡
国
の
振
る
舞
い
」
が
影
を
落
と
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
未
だ
以
て
心
を
振
は
し
て
楊
盧
す
る
に
足
ら
ず
」
、
お
の
の
き
恐
れ
る
ほ
ど
１１１(22）
で
は
な
い
、
と
も
言
う
。
徐
順
卿
に
は
、
こ
の
頃
ま
だ
時
勢
を
楽
観
視
す
る
余
裕
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
旅
の
途
中
で
李
夢
陽
が
投
獄
さ
れ
た
こ
と
を
聴
き
、
武
昌
で
は
「
蜴
慮
」
し
て
「
於
武
昌
懐
献
吉
五
十
韻
」
（
武
（７）
日日に於て献士口を懐ふ五十韻）が作られるのである。
故郷の蘇州では、「故都を傍復し」、治平寺に行ったり、山塘、
虎
丘
に
遊
ん
だ
り
し
て
い
る
。
四
月
に
は
唐
寅
の
「
王
公
出
山
図
」
二
名
「
拝
相
図
」
）
に
祝
允
明
ら
と
題
詠
し
た
り
し
て
い
る
。
故
郷
で
楽
し
ん
で
い
るように見えるが、しかし「登治平寺」（外集）では
只
自
迷
人
世
只
だ
自
ず
か
ら
人
の
世
に
迷
ひ
ゆ
る
や
か
宛
エ
令
歳
月
畭
空
し
く
歳
月
を
し
て
畭
な
ら
し
む
と
、
俗
世
に
迷
い
こ
み
、
歳
月
が
空
し
く
過
ぎ
去
る
焦
燥
を
詠
い
、
「
登
半
塘
寺
閣
」
（
迪
功
集
巻
三
で
は
つと
夙
有
山
水
慕
夙
に
山
水
を
慕
ふ
有
り
は
な
は
苦
為
形
役
拘
苦
だ
形
の
為
に
役
拘
せ
ら
る
（８）
と
、
陶
淵
明
の
「
性
本
愛
丘
山
」
や
「
既
自
以
心
為
形
役
」
を
踏
ま
え
、
官
界
で
の
苦
悩
を
吐
露
し
て
い
る
。
官
界
を
去
っ
て
隠
棲
し
た
い
と
い
う
思
い
は
、
こ
の
後
何
度
も
詠
わ
れ
る
。
詩
的
措
辞
で
は
な
く
、
本
心
か
ら
の
願
い
（９）
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
政
界
で
は
す
で
に
暗
雲
が
垂
れ
込
め
て
い
た
。
任を帯びての旅ゆえ「棲棲焉として仲尼の魯を去るが若きなり」
と
、
孔
子
が
あ
わ
た
だ
し
く
故
郷
の
魯
を
去
っ
た
よ
う
に
、
自
分
も
蘇
州
を
去った。「五月五日」（『正集この詩にはその頃の思いが次のよう
に〈詠われる。
怡
悦
經
故
園
怡
悦
故
園
を
経
あ
芳
非
値
良
節
芳
非
良
節
に
値
ふ
風
俗
猶
自
存
風
俗
猶
ほ
白
か
ら
存
し
念
我
久
離
別
我
の
久
し
く
離
別
す
る
を
念
ふ
つ
ら
な
し
げ
葵
榴
綴
時
膿
葵
榴
綴
り
て
時
に
膿
く
蒲
荷
散
幽
例
蒲
荷
散
じ
て
幽
例
た
り
し
げ
莫
謂
喧
景
滋
謂
ふ
莫
れ
脂
一
星
皐
滋
し
と
め
い
け
つ
湘
江
坐
鳴
鴫
湘
江
坐
る
に
鳴
嶋
湘
江
へ
行
く
こ
と
に
は
気
が
進
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
鳩
」
は
無か
風
流
な
鳥
で
、
屈
原
の
「
離
騒
」
に
「
恐
ら
く
は
鴫
嶋
の
先
づ
鳴
き
て
、
夫
（旧）
の
百
草
を
し
て
之
が
為
に
芳
し
か
ら
ざ
ら
し
め
ん
」
と
あ
る
。
屈
原
は
、
鴫
嶋
が
鳴
く
べ
き
季
節
に
先
立
っ
て
鳴
く
こ
と
を
、
議
言
が
騒
が
し
い
こ
と
に
職
え
、
そ
の
た
め
も
ろ
も
ろ
の
花
が
落
ち
尽
く
し
、
香
り
が
か
お
ら
な
い
ま
ま
に
尽
き
て
し
ま
う
、
つ
ま
り
忠
直
の
士
が
罪
過
を
被
る
、
と
暗
示
す
る
。
徐
祓
卿
は
そ
れ
を
踏
ま
え
、
繍
湘
で
は
す
で
に
鴫
鴫
が
鳴
い
て
い
て
不
穏
な
情
況
で
あ
る
と
い
う
。
今
回
の
旅
、
外
史
編
纂
の
命
を
受
け
て
の
旅
に
気
乗
り
が
せ
ず
、
隠
棲
に
心
が
か
た
む
い
た
り
す
る
の
は
、
そ
う
し
た
状
況
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
五
月
、
銭
塘
江
か
ら
、
会
稽
山
を
望
む
。
李
夢
陽
へ
の
手
紙
。
せ
ま
乃ち銭唐（塘）に遵ひ、薄りて〈云稽を眺むれば、湖山を控へ
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て
以
て
郭
と
為
し
、
江
海
を
環
り
て
以
て
池
と
為
す
。
昔
日
の
神
宮
・
嶢
關
（
高
い
門
）
、
椒
房
・
綺
樹
の
余
、
或
い
は
魯
甸
（
魯
の
郊
外
）
に歸然（山が一つだけ誓えるざま）とし、徒らに丘夷（廃嘘）
を
髻
露
す
。
周
道
（
大
路
）
を
顧
謄
（
顧
み
る
）
す
る
も
、
之
が
為
に
哀
し
み
を
興
さ
ざ
る
能
は
ず
。
傍
ら
桐
江
の
黙
を
引
き
、
富
春
の
渚
を
遡
洞
す
る
に
、
豈
に
惟
だ
風
を
望
ん
で
其
の
人
を
恩
ひ
、
抑
そ
も
以
て
焉を楽しみて其の身を終ふ可けんや。
乃
遵
銭
唐
、
薄
眺
會
稽
、
控
湖
山
以
為
郭
、
環
江
海
以
為
池
。
昔
日
神
宮
嶢
關
、
椒
房
綺
樹
之
餘
、
或
歸
然
於
魯
甸
、
徒
髻
講
於
丘
夷
。
顧
謄
周
道
、
不
能
不
為
之
興
哀
也
。
傍
引
桐
江
之
硲
、
遡
洞
富
春
之
渚
、
豈
惟望風而思其人、抑可以樂焉而終其身芙。
都
の
跡
は
荒
廃
し
宮
殿
は
廃
嘘
と
な
っ
て
お
り
、
大
路
を
ふ
り
返
っ
て
は
一反しい思いにとらわれる。
このころの詩、断江駅での作（「漸江騨下作」）を見てみよう。
自
嘆
南
浮
客
自
ら
嘆
ず
南
の
浮
客
と
自
嘆
南
浮
客
自
ら
膜
ず
南
の
浮
客
崎
嘔
騨
嶺
遙
崎
嘔
駅
嶺
遙
か
な
り
川
途
濾
斜
日
川
途
鱈
と
し
て
斜
日
よ
う
ど
う
鉦
鼓
遠
揚
榛
鉦
鼓
遠
く
揚
僥
す
目
勢
含
槍
海
目
勢
槍
海
を
含
み
山
形
折
落
潮
山
形
落
潮
を
折
る
夷
嘘
不
可
間
夷
嘘
間
ふ
く
か
ら
ず
徐
頑
卿
は
い
よ
い
よ
銭
塘
江
、
す
な
わ
ち
富
春
江
を
遡
る
。
桐
盧
瀬
で
の
作、「桐盧瀬中」（『外集乞。
千
峰
詰
曲
來
松
猯
千
峰
詰
曲
來
松
の
猯
げ
き
め
ぐ
石
激
波
榮
走
迅
灘
石
は
激
し
波
は
繁
る
走
迅
の
灘
只
道
孤
帆
天
際
韓
只
だ
道
ふ
孤
帆
天
際
に
転
ず
る
と
徒
使
旅
心
揺
徒
ら
に
旅
心
を
し
て
揺
る
が
し
む
徐
頓
卿
は
、
科
挙
及
第
後
希
望
し
て
い
た
選
館
に
入
れ
ら
れ
ず
、
親
友
と
別
れ
て
南
方
を
放
浪
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
「
南
の
浮
客
」
と
詠
い
出
す
。
そ
の
眼
に
映
る
風
景
は
、
淡
い
夕
霧
の
立
ち
こ
め
る
川
が
遠
く
ま
で
続
き
、
時
を
知
ら
せ
る
鐘
鼓
が
遠
く
か
ら
起
こ
る
わ
び
し
く
さ
び
し
い
も
の
で
あ
る
。
目
に
は
緑
溢
れ
る
山
々
が
映
る
が
、
そ
の
山
は
「
落
潮
が
折
り
重
な
る
よ
う
だ
」
と
言
う
。
京
師
や
蘇
州
で
は
見
ら
れ
な
い
異
様
な
風
景
。
落
魂
感
が
漂
う
。
だ
か
ら
、
夷
嘘
、
穏
や
か
な
村
里
に
は
行
く
ま
い
、
行
け
ば
旅
心
が
ゆ
ら
ぐ
か
ら
、
と
。
と
こ
ろ
が
、
手
紙
で
は
、
桐
江
の
渓
水
か
ら
富
春
の
渚
を
遡
る
舟
の
中
で
、
「風を望んで其の人を恩ひ」「楽しみて其の身を終ふ」るだけでよ
い
の
か
、
と
、
人
と
し
て
こ
の
世
に
生
き
て
何
を
為
す
ぺ
き
か
、
と
疑
問
を
抱き始める。
二
、
銭
塘
江
を
遡
り
彰
露
・
庸
山
へ
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耶
知
明
月
峡
中
看
卿
ぞ
知
ら
ん
明
月
峡
中
に
看
る
を
流
れ
が
速
く
屈
曲
し
た
川
。
峡
中
に
明
月
が
耀
い
て
い
た
こ
と
も
知
ら
ず
に
、
舟
が
早
瀬
を
抜
け
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
。
激
流
に
我
を
忘
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
俗
念
も
打
ち
払
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
巌
子
陵
の
祠
に
謁
し
、
方山人を送った「送方山人」（迪功集巻三）。
巌
子
灘
頭
花
落
時
嚴
子
灘
頭
花
落
つ
る
時
水
清
雲
碧
浄
漣
騎
水
は
情
く
雲
は
碧
く
漣
騎
浄
し
孤
舟
相
逐
飛
花
去
孤
舟
飛
花
を
相
ひ
逐
ふ
て
去
り
一
日
看
山
到
武
夷
一
日
山
を
看
て
武
夷
に
到
ら
ん
詩
形
の
違
い
も
あ
る
が
、
蘇
州
を
離
れ
る
と
き
や
漸
江
駅
で
の
作
と
異
な
り
、
自
然
の
な
か
に
身
を
ゆ
だ
ね
、
沈
麓
な
思
い
も
消
え
て
い
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
方
山
人
は
方
太
吉
、
字
元
素
、
蘭
溪
の
人
で
あ
る
。
舟
は
さ
ら
に
西
南
へ
と
進
む
。
李
夢
陽
へ
の
手
紙
は
、
四
字
句
を
中
心
に
対句を連ね歯切れがいい。
又
西
南
に
行
き
、
穀
水
を
渡
り
、
常
山
を
捗
り
、
余
干
を
越
へ
、
七
陽
し
ん
し
に
沿
ふ
。
山
鶏
澗
汕
の
浜
、
王
水
徴
徹
な
れ
ば
、
則
ち
参
差
の
毛
、
丹
ゆ
う
ゆ
う
み
が
碧
の
石
有
り
。
勝
傭
翔
泳
し
、
白
鳥
棲
み
止
ま
り
、
以
て
神
を
螢
き
て
ほ
う
れ
い
、心を悦ばしむくし。横には彰義を捗り、仰いでは盧岳を贈る。
其
の
波
濤
は
則
ち
騰
涌
奔
伏
し
て
、
日
月
に
噴
薄
し
、
其
の
峰
鰐
は
則
ち
盤
廻
蛸
絶
し
て
、
亘
に
霄
漢
に
接
す
。
香
炉
五
老
の
形
、
爆
布
青
峡
あ
ふ
の
観
、
特
に
卓
論
と
為
す
。
雲
亟
芝
異
草
、
山
に
彌
れ
谷
に
布
き
、
金
符
玉
冊
、
幽
を
窮
め
玄
を
極
む
。
信
に
赤
霄
（
赤
い
雲
の
た
な
び
く
）
の
神
都
、
老
氏
の
玄
宮
な
り
。
又
西
南
行
、
渡
穀
水
、
除
常
山
、
越
餘
干
、
沿
七
陽
。
山
籍
澗
汕
之
慣
、
王
水
徴
撤
、
則
有
参
差
之
毛
、
丹
碧
之
石
。
勝
傭
翔
泳
、
白
鳥
棲
止
、
可
以
螢
神
而
悦
心
也
。
横
渉
彰
譲
、
仰
謄
盧
嶽
。
其
波
濤
則
騰
涌
奔
伏
、
噴
薄
日
月
、
其
峰
鰐
則
盤
迦
蛸
絶
、
亘
接
霄
漢
。
香
艫
五
老
之
形
、
爆
布
青
峡
之
観
、
特
為
卓
諭
。
露
芝
異
草
、
彌
山
布
谷
、
金
符
玉
冊
、
窮
幽
極
玄
。
信
赤
霄
之
神
都
、
老
氏
之
玄
宮
也
。
舟
は
谷
水
を
渡
り
、
常
山
を
経
、
余
干
を
越
え
、
七
陽
に
沿
っ
て
椰
陽
湖
を横切り、魔山を仰ぎ見る。「勝傭」は「荘子』秋水篇を踏まえる。
何
物
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
の
び
の
び
と
し
た
心
持
ち
。
隠
棲
に
あ
こ
が
れ
て
い
た
徐
頼
卿
は
「
赤
霄
の
神
都
、
老
氏
の
玄
宮
」
に
や
っ
て
き
た
感
慨
に
ひ
たる。六月
、
贋
山
に
登
っ
た
。
「
避
雨
五
老
峰
下
」
「
魔
山
」
「
曉
下
慮
山
」
の
詩
が
あ
る
。
「
曉
下
慮
山
」
Ｓ
正
集
乞
は
、
東
林
寺
を
訪
ね
て
の
帰
り
、
月
が
虎
渓
を
照
ら
し
て
く
れ
無
事
に
橋
を
渡
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
の
び
の
び
とした思いを詠う。
ご
そ
下
山
髄
鼠
啼
山
を
下
れ
ば
鼬
鼠
（
む
き
さ
び
）
啼
き
藤
竹
使
人
迷
藤
竹
人
を
し
て
迷
は
し
む
多
謝
東
林
月
多
謝
す
東
林
の
月
股
勤
過
虎
溪
段
勤
（
親
切
に
も
照
ら
し
て
く
れ
）
虎
渓
を
過
ぐ
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心
の
充
足
を
詠
う
一
方
で
、
鄙
陽
湖
を
詠
っ
た
「
彰
蕊
」
（
「
迪
功
集
」
巻
二
）
で
は
次
の
よ
う
に
、
心
の
モ
ヤ
が
詠
わ
れ
る
。みなと
←に莊彰蕊口
莊
荘
た
り
彰
議
の
口
陰
陰
都
陽
岑
隠
隠
た
り
都
陽
の
岑
地
湧
三
辰
動
地
湧
い
て
三
辰
（
ｎ
・
月
・
星
）
動
き
江
連
九
派
深
江
連
な
っ
て
九
派
（
九
つ
の
支
流
）
深
し
揚給武昌客
揚
給
（
揺
れ
動
く
舟
）
武
昌
の
客
興
發
豫
章
吟
興
発
（
興
が
起
こ
る
）
豫
章
の
吟
い
と
不
見
垂
論
里
見
ず
論
を
垂
る
る
の
嬰
煙
波
空
我
心
煙
波
我
が
心
を
空
し
う
す
「
豫
章
」
は
江
西
省
の
郡
名
。
「
豫
章
吟
」
は
陸
機
「
撞
舟
清
川
渚
」
、
謝
（Ⅲ）
雲
巫
運
「
州
宿
告
密
親
」
な
ど
の
別
離
を
詠
う
楽
府
詩
。
揺
れ
動
く
舟
に
乗
る
武
昌
の
旅
人
は
別
離
の
悲
し
い
思
い
に
と
ら
わ
れ
、
心
が
空
し
く
な
る
。
手
紙では、何物にもとらわれないのびのびとした心持ち、隠棲の地
に
や
っ
て
来
た
喜
び
を
表
現
し
て
い
た
。
が
、
こ
の
詩
で
は
、
釣
り
糸
を
垂
れ
悠
々
自
適
に
暮
ら
す
老
人
も
い
ず
、
景
色
を
見
晴
る
か
す
こ
と
も
で
き
な
い「煙波」が漂っている。
李
夢
陽
に
宛
て
た
長
文
の
手
紙
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
旅
程
と
心
の
軌
跡
を
述
べ
る
が
、
次
の
段
落
で
は
「
全
楚
の
地
勢
」
の
す
ば
ら
し
さ
を
述
べ
、
そ
れ
を
承
け
て
「
民
の
俗
・
人
の
世
」
を
歎
く
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
段
落
で
は
、
何
物
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
の
び
の
び
と
し
た
心
持
ち
、
隠
棲
の
地
に
や
っ
て
来
た
喜
び
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る。一
方
、
詩
で
は
、
旅
愁
や
孤
独
感
を
素
直
に
詠
う
。
澪
陽
に
停
泊
し
た
次
の詩もそうである。「夜泊澪陽」（『外集乞。
草
色
漏
陽
江
草
色
溥
陽
江
鐙
前
武
昌
客
鐙
前
武
昌
の
客
燭
坐
秋
風
來
独
り
坐
せ
ば
秋
風
来
た
り
兼
葭
時
撤
械
兼
葭
時
に
械
械
た
り
い
わ
ゆ
る
か
「詩経」「兼葭」に「兼葭蒼蒼として、白露霜と為る。所謂伊の人、
水
の
一
方
に
在
り
」
と
あ
る
。
「
兼
葭
」
は
異
郷
の
地
で
友
を
思
う
こ
と
の
暗
示
で
あ
る
。
「
械
械
」
は
兼
葭
の
触
れ
あ
っ
て
鳴
る
音
。
七
夕
は
風
雨
だ
っ
た
。
「
七
夕
江
上
風
雨
有
懐
」
Ｓ
外
集
乞
溥
陽
江
頭
人
未
歸
溥
陽
江
頭
入
未
だ
帰
ら
ず
溥
陽
音
信
雁
來
稀
澪
陽
の
音
信
雁
来
た
る
こ
と
稀
な
り
ゆうべ
不
知
風
雨
く
う
何
夕
知
ら
ず
風
雨
く
う
何
の
夕
ぞ
唯
見
隻
愛
鳥
鵲
飛
唯
だ
見
る
双
双
烏
鵲
の
飛
ぶ
を
七
夕
の
夜
に
は
牽
牛
と
織
女
の
二
人
が
会
え
る
よ
う
に
烏
鵲
が
相
連
な
っ
て
橋
を
架
け
る
の
に
、
今
日
は
風
雨
の
た
め
橋
も
架
け
ら
れ
ず
、
二
羽
の
烏
鵲
が
空
し
く
飛
ん
で
い
る
、
と
会
い
た
い
人
と
会
え
な
い
悲
し
さ
を
詠
う
。
「
溥
陽
」
「
武
昌
」
の
語
か
ら
、
こ
の
辺
地
に
左
遷
さ
れ
、
あ
る
い
は
放
浪
し
た
悲
劇
の
文
人
が
立
ち
現
れ
て
く
る
。
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徐
頑
卿
を
乗
せ
た
舟
は
西
に
九
江
を
遡
り
、
溥
陽
、
江
夏
を
経
て
、
武
昌
に
到
着
し
た
。
季
節
は
秋
。
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
蘇
州
へ
の
思
い
を
強
く
している。「在武昌作」（自訂『迪功集」巻二）。
洞
庭
木
葉
下
洞
庭
木
葉
下
り
繍
湘
秋
欲
生
繍
湘
秋
生
ぜ
ん
と
欲
す
高
齋
今
夜
雨
高
斎
今
夜
の
雨
濁
臥
武
昌
城
独
り
臥
す
武
昌
城
重
以
桑
梓
念
重
ぬ
る
に
桑
梓
の
念
を
以
て
し
凄
其
江
漢
情
凄
た
り
其
れ
江
漢
の
情
不
知
天
外
鳫
知
ら
ず
天
外
の
鴫
何
事
樂
南
征
何
事
ぞ
南
征
を
楽
し
む
旅
愁
と
望
郷
の
お
も
い
は
、
い
よ
い
よ
澄
み
、
表
現
は
ま
す
ま
す
清
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
詩
と
手
紙
文
と
の
相
違
は
前
節
で
も
触
れ
た
が
、
手
紙
で
は、旅愁・孤独感は見られない。
手
紙
文
の
中
核
を
な
す
部
分
で
は
「
全
楚
」
の
情
況
を
概
観
す
る
。
対
句
に
よ
る
簡
潔
で
歯
切
れ
の
よ
い
リ
ズ
ム
、
素
朴
で
か
つ
力
強
い
。
六
朝
の
「
四
六
餅
麗
文
」
、
唐
宋
の
「
古
文
」
を
経
て
た
ど
り
着
い
た
文
体
、
四
六
文
と
古
文
を
融
合
し
て
編
み
出
し
た
「
復
古
の
文
」
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
いか。 三
、
武
昌
に
て
－
全
楚
の
地
勢
１
こ
の
段
落
部
分
は
、
さ
ら
に
三
節
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
節
は
楚
の
地
の
概
要
。
第
二
節
は
楚
が
天
の
中
心
に
位
置
し
、
天
帝
が
居
る
に
ふ
さ
わ
し
い
地
で
あ
る
こ
と
。
第
三
節
は
楚
の
水
陸
の
自
然
と
気
候
、
物
産
の
豊
か
な
こ
と、を述べる。
又
西
し
て
九
江
を
遡
り
、
南
の
か
た
全
楚
を
望
む
。
夫
れ
其
の
巴
蜀
の
喉
舌
を
犯
し
、
呉
会
（
呉
と
会
稽
す
な
わ
ち
呉
と
越
）
の
上
流
に
拠
り
、
五
嶺
（
大
鹿
、
始
安
、
臨
賀
、
桂
陽
、
掲
陽
の
五
嶺
）
の
門
戸
に
通
じ
、
雍
梁
（
雍
州
と
梁
州
）
の
要
枢
に
接
す
。
此
れ
其
の
大
勢
な
り
。
又
西
遡
九
江
、
南
望
全
楚
。
夫
其
拒
巴
蜀
之
喉
舌
、
擴
呉
會
之
上
流
、
通
五
嶺
之
門
戸
、
接
雍
梁
之
要
榧
。
此
其
大
勢
也
。
楚は巴蜀の喉もとをおさえ、呉と越の上流に位置し、大庚、始安、
臨
賀
、
桂
陽
、
掲
陽
の
五
嶺
に
通
じ
、
雍
州
と
梁
州
の
要
枢
に
接
し
て
い
る
。
と
、
ま
ず
楚
の
位
置
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
広
大
な
地
域
で
あ
る
。
そ
の
中
心
に
は
衡
陽
山
が
あ
り
、
表
門
に
あ
た
る
位
置
に
武
当
山
が
あ
る
、
と
次
の段落。若し
乃
ち
鎮
む
る
に
衡
陽
の
阜
を
以
て
し
、
表
す
る
に
武
当
の
山
を
以
て
す
れ
ば
、
五
峯
（
紫
蓋
、
天
柱
、
芙
蓉
、
石
廩
、
祝
融
の
五
つ
）
森
（吃）
抜
し
、
一
二
門
（
太
岳
に
あ
る
天
に
通
じ
る
門
）
凌
啓
し
、
雲
霞
絢
絵
、
紫
気
燭
耀
す
。
其
の
中
に
四
候
蚤
に
暮
れ
、
七
曜
（
日
・
月
・
金
星
・
木
星
・
水
星
・
火
星
・
土
星
）
運
り
行
き
、
往
往
人
間
と
殊
に
別
な
り
。
髪
に
黄
金
の
堂
、
白
玉
の
所
有
り
、
琉
璃
を
鋪
と
為
し
、
檀
桂
を
柱
と
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ひ
と
し
お
か
為し、制は天居に悴／、、勢は海嶽を礫し、ロロの希に見る所に
し
て
、
窃
窕
と
し
て
説
き
難
し
。
若
乃
鎮
以
衡
陽
之
阜
、
表
以
武
當
之
山
、
五
峯
森
抜
、
三
門
凌
啓
、
雲
霞
絢
繪
、
紫
氣
燭
耀
。
其
中
四
候
蚤
暮
、
七
曜
運
行
、
往
往
輿
人
間
殊
別
。
髪
有
黄
金
之
堂
、
白
玉
之
所
、
琉
璃
為
鋪
、
檀
桂
為
柱
、
制
桙
天
居
、
勢
礫
海
嶽
、
目
所
希
見
、
窃
窕
難
説
。
も
し
衡
陽
山
を
楚
の
地
の
鎮
め
と
し
、
武
当
山
を
表
門
と
す
る
な
ら
、
紫
蓋
、
天
柱
、
芙
蓉
、
石
廩
、
祝
融
の
五
峯
は
高
く
聟
え
る
柱
に
相
当
す
る
。
天
に
通
じ
る
三
つ
の
門
が
開
い
て
、
雲
霞
は
絢
欄
と
輝
き
、
紫
の
気
が
明
か
る
く
耀
く
。
そ
の
中
を
四
季
が
巡
り
、
日
・
月
な
ど
の
七
曜
が
運
っ
て
、
人
の
世
と
は
ま
っ
た
く
様
相
を
異
に
し
て
い
る
。
こ
こ
に
黄
金
の
堂
、
白
玉
の
室
が
あ
り
、
琉
璃
を
敷
石
と
し
、
栴
檀
や
蘭
桂
の
香
木
を
柱
と
し
、
構
え
は
天
子
の
居
に
等
し
く
、
勢
は
海
嶽
を
侵
し
て
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
は
窃
窕
と
して説き難い。
天
に
も
等
し
い
楚
。
こ
の
楚
に
拠
点
を
置
い
た
な
ら
、
天
下
を
得
る
こ
と
も
で
き
る
天
然
の
要
害
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
又
江
漢
の
波
、
玩
湘
の
流
れ
、
洞
庭
の
湖
、
雲
夢
の
沢
有
り
。
千
条
万
派
、
原
を
混
じ
塗
を
同
じ
う
し
、
縦
貫
脈
理
、
其
の
間
に
経
帯
し
、
極
せ
ま
望浩漫、際天海に薄る。陽春献じて草芳し／、、涼風至胸りて兼
葭
落
つ
。
猿
子
嗽
哺
し
、
鴻
鴫
華
を
成
し
、
魚
龍
候
忽
（
風
雨
が
忽
ち
起
こ
り
）
、
陽
晦
互
に
分
か
ち
、
以
て
天
地
の
変
化
を
観
、
時
序
の
栄
悴
を
験
す
可
き
な
り
。
故
に
水
族
の
饒
か
な
る
を
徴
し
、
材
木
の
珍
な
あ
つ
る
を
革
む
。
舟
撒
の
利
及
び
敗
漁
の
楽
し
み
を
論
ず
れ
ば
、
九
州
の
内
未だ此を瞼ゆる者有らざるなり。
又
有
江
漢
之
波
、
況
湘
之
流
、
洞
庭
之
湖
、
雲
夢
之
澤
。
千
條
萬
派
、
混
原
同
塗
、
縦
貫
脈
理
、
經
帯
其
間
、
極
望
浩
漫
、
際
天
薄
海
。
陽
春
献
而
百
草
芳
、
涼
風
至
而
兼
葭
落
。
猿
子
職
噸
、
鴻
嶋
成
菫
、
魚
龍
候
忽
、
暘
晦
互
分
、
可
以
観
天
地
之
愛
化
、
験
時
序
之
榮
悴
也
。
故
徴
水
族
之
饒
、
革
材
木
之
珍
。
論
舟
撒
之
利
及
敗
漁
之
樂
、
九
州
之
内
未
有
蹴於此者也。
ま
た
江
漢
の
波
、
玩
湘
の
流
れ
、
洞
庭
の
湖
、
雲
夢
の
沢
が
あ
る
。
千
条
万
派
、
源
も
流
れ
も
混
ぜ
合
わ
き
り
、
連
な
り
続
き
、
そ
の
間
に
水
が
湛
え
ら
れ
、
遠
く
望
め
ば
浩
蕩
漫
漫
と
し
、
天
の
際
は
海
に
迫
る
ほ
ど
で
あ
る
。
春
に
は
暖
か
な
光
が
さ
し
て
草
は
芳
し
く
萌
え
、
秋
に
は
涼
し
い
風
が
吹
い
て
兼
葭
が
散
る
。
猿
が
Ⅲ
え
叫
び
、
鴻
鴫
が
章
を
な
し
、
風
雨
が
忽
ち
起
こ
り
、
晴
れ
と
雨
、
昼
と
夜
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
天
地
の
変
化
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
時
序
の
移
り
変
わ
り
の
兆
候
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
水
に
住
む
魚
類
も
多
く
、
め
ず
ら
し
い
材
木
も
多
い
。
水
運
の
利
と
狩
や
漁
の
楽
し
み
を
論
ず
る
な
ら
、
九
州
の
内
で
こ
の
楚
を
越
え
る
所
は
な
いＯこ
の
楚
に
は
南
北
を
結
ぶ
漢
水
や
玩
湘
の
川
が
あ
る
。
ま
た
洞
庭
湖
、
雲
夢
の
沢
が
あ
り
、
食
糧
や
物
産
が
多
く
、
中
国
の
な
か
で
最
も
よ
い
所
だ
、
105(28）
Ｌ一一百》う。
天下の要害で風光明媚、物産も豊かな優れた楚の地方であるが、
民
の
俗
・
人
の
世
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
李
夢
陽
へ
の
手
紙
は
、
次
の
よ
うに続く。
は
な
は
か
る
き
人
然れども其の民の俗苦だ椿せ、利を尚び義を薄んず。｜Ｐに扇
り
ん
か
た
ま
じ
廩
（
穀
物
倉
庫
）
の
食
無
く
、
人
に
相
ひ
固
き
の
、
心
無
し
。
雑
ふ
る
に
山
夷
の
軽
躁
動
き
易
き
を
以
て
し
、
久
安
長
治
の
国
に
非
ざ
る
な
り
。
又
其
の
山
川
四
要
を
包
絡
し
、
固
よ
り
武
を
用
う
る
の
場
、
争
ひ
を
聚
む
る
の
地
な
り
。
故
に
東
の
か
た
奨
口
を
望
め
ば
、
則
ち
周
瑞
の
雄
を
慕
ひ
、
西
の
か
た
蜆
山
を
顧
み
れ
ば
、
則
ち
叔
子
の
恵
み
に
感
ず
。
載
な
が
め
ち
荊
門
を
観
れ
ば
、
則
ち
昭
烈
（
劉
備
）
の
績
を
悲
し
み
、
眺
を
中
原
ぜ
に極むれば、則ち武穆（岳飛）の中しに痛む。山河は垂日是なる
も
、
人
物
は
巳
に
非
な
り
。
心
は
傷
み
嘆
じ
、
懐
と
し
て
其
れ
漣
如
た
あ
あ
か
ぎ
り。嵯乎死生は命なり、理乱は時なり。〈叩に渋り有るも士心に
か
ぎ
あ
涯
り
無
く
、
時
に
遣
ふ
べ
き
も
身
は
逮
ば
す
、
此
れ
屈
原
の
江
夏
に
流
亡
す
る
所
以
に
し
て
、
買
誼
の
長
沙
に
蔓
傷
す
る
所
以
の
者
な
り
。
頼
む所は豪賢発憤して、帯礪（川と山）に映じて以て名を垂れ、
章
逢
（
儒
者
）
道
を
楽
し
み
て
、
竹
帛
を
仮
り
て
以
て
志
を
昭
ら
か
に
四
、
民
の
俗
・
人
の
世
則
感
叔
子
之
惠
。
載
観
荊
門
、
則
悲
昭
烈
之
績
、
極
眺
中
原
、
則
痛
武
穆
之
忠
。
山
河
昔
是
、
人
物
已
非
。
心
傷
嘆
突
、
棲
其
漣
如
。
嵯
乎
死
生
命
也
、
理
凱
時
也
。
命
有
挨
而
志
無
涯
、
時
可
邇
而
身
不
逮
、
此
屈
原所以流亡於江夏、買誼所以憂傷於長沙者也。所頼豪賢發憤、
映
帯
礪
以
垂
名
、
章
逢
樂
道
、
假
竹
帛
以
昭
志
。
生
人
之
業
、
庶
為
不
朽耳。
民
の
俗
は
劣
り
、
利
を
尊
び
義
を
軽
ん
じ
、
食
糧
庫
に
は
食
糧
も
な
く
、
人に恒心がなく、野蛮で軽率、長く平和を保てる国ではなかった。
ま
た
要
害
の
地
で
あ
る
た
め
、
た
え
ず
戦
場
と
な
っ
て
き
た
。
東
の
奨
口
を
望
ん
で
は
三
国
呉
の
周
職
の
雄
を
慕
い
、
西
の
嶋
山
を
顧
み
て
は
晋
の
羊
帖（叔子）の墜涙碑の故事を思い、荊門を観れば蜀の劉備（昭烈）
の
事
績
を
悲
し
み
、
中
原
を
遠
く
眺
め
る
と
宋
の
岳
飛
（
武
穆
）
の
忠
に
心
を
痛
め
る
。
山
河
は
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
が
、
人
は
す
で
に
い
な
い
。
死
と
生
は
命
運
で
あ
り
、
理
と
乱
は
時
運
で
あ
る
。
命
に
限
り
は
あ
る
が
志
は
限
り
が
な
い
。
時
運
に
廻
り
逢
っ
て
も
身
は
及
ば
な
い
。
屈
原
が
江
夏
に
放
浪
し
て
亡
く
な
っ
た
の
も
、
買
誼
が
長
沙
に
流
さ
れ
憂
い
に
沈
ん
だ
の
も
、
そ
のためである。頼む所は、豪賢が発憤して山水に託して名を垂れ、
こ
い
ね
か
せんことを。生人の業、為に朽ちざうっを庶ふのみ。
然
其
民
俗
苦
情
、
尚
利
薄
義
。
戸
無
困
廩
之
食
、
人
無
相
固
之
心
。
雑
以
山
夷
輕
躁
易
動
、
非
久
安
長
治
之
國
也
。
又
其
山
川
包
絡
四
要
、
固
用
武
之
場
、
聚
争
之
地
。
故
東
望
焚
口
、
則
慕
周
職
之
雄
、
西
顧
岨
山
、
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で
は
、
詩
文
は
具
体
的
に
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
李
夢
陽
へ
の
手
紙
は
前
段
を承け、次のように結ぶ。
み
ず
か
お
も
た
く
ら
く
れ
い
か
く
僕
自
ら
惟
へ
ら
く
、
卓
筆
の
材
無
く
、
礪
鍔
の
用
寡
く
、
進
ん
で
は
眉
を
天
下
に
場
ぐ
る
能
は
ず
、
退
い
て
は
心
を
丘
墾
に
甘
ん
ず
る
能
は
ず
、
あ
徒
ら
に
情
を
江
海
の
間
に
放
ち
、
士
心
を
宇
宙
の
表
に
抗
ぐ
。
将
に
以
て
奇
を
捜
り
秘
を
猟
し
、
華
を
岨
み
霊
を
納
れ
ん
と
す
れ
ば
、
則
ち
水
士
か
人
う
ん
の
つ
と
の
に
し
て
函
蕊
し
、
景
曜
に
法
り
て
以
て
文
を
橋
べ
、
柳
か
子
長
の
風
を
こ
い
ね
か
こ
い
ね
が
希
ひ
、
虞
卿
の
志
を
庶
幾
は
ん
。
乃
ち
子
役
の
云
豫
を
知
り
、
弦
に
之
い
た
ず
お
も
い
に
遊
ぶ
こ
と
］
皇
に
徒
ら
な
ら
ん
や
。
惟
だ
是
れ
足
下
と
吾
と
懐
を
同
じ
う
す
る
も
、
時
の
鮒
鶴
す
る
に
遭
ひ
て
、
良
図
遂
げ
ら
れ
ず
、
膝
を
空
学
者
が
道
を
楽
し
ん
で
竹
帛
を
仮
り
て
志
を
昭
ら
か
に
せ
ん
こ
と
を
。
今
を
こ
い
ね
か
生
き
て
い
る
人
の
営
み
が
朽
ち
な
い
こ
と
を
庶
う
だ
け
だ
。
は
か
な
い
人
の
命
と
人
の
世
に
思
い
を
致
し
、
文
学
の
永
遠
性
に
期
待
す
る
の
で
あ
る
。
二
十
歳
こ
ろ
、
徐
頑
卿
は
文
学
へ
の
思
い
が
な
く
な
っ
た
な
（囮）
ら、仏教に帰依しよう、などと一一一口っていたが、官僚となり、雄大
な
楚
の
地
を
旅
し
、
歴
史
を
顧
み
て
、
文
学
の
あ
る
べ
き
姿
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
た
の
で
あ
る
。
こ
い
ね
が
こ
い
ね
か
五、卿か子長の風を希い虞卿の士心を庶幾う
Ｉ’’’一口志の決意－
し
ん
そ
う
ゆ
林
の
中
に
抱
き
、
神
を
窮
跡
の
境
に
棲
ま
し
む
。
槍
楡
を
之
れ
楽
１
‐
）
と
為
す
と
錐
も
、
固
よ
り
大
鵬
の
道
遥
を
知
る
な
り
。
故
に
脚
か
其
の
略
を述べ、以て祇掌に当つ。方に簿牒有れば、言ふ所を尽くさず。
僕
自
惟
無
卓
榮
之
材
、
寡
礪
鍔
之
用
、
進
不
能
場
眉
於
天
下
、
退
不
能
甘
心
於
丘
塾
、
徒
放
情
於
江
海
之
間
、
抗
志
於
宇
宙
之
表
。
將
以
捜
奇
猟
秘
、
咀
華
納
露
、
則
水
士
而
函
穂
、
法
景
曜
以
檎
文
、
肌
希
子
長
之
風
、
庶
幾
虞
卿
之
志
。
乃
知
子
役
之
云
豫
、
舷
遊
之
豈
徒
哉
。
惟
是
足
下
與
吾
同
懐
、
遭
時
馴
酷
、
良
圖
弗
遂
、
抱
膝
空
林
之
中
、
棲
神
窮
跡
之
境
。
雛
槍
愉
之
為
樂
、
固
知
大
鵬
之
道
遥
也
。
故
卿
述
其
略
、
以
當
祇
掌
。
方
有
簿
牒
、
不
壼
所
言
。
徐順卿は云う、自分は「卓筆の村」、ずばぬけた才能もなく、「礪
鍔
の
用
」
、
や
い
ば
を
研
ぎ
磨
い
た
よ
う
な
鋭
さ
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
進
ん
で
は
官
界
で
活
躍
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
退
い
て
山
野
に
隠
棲
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
い
た
ず
ら
に
情
を
江
海
の
間
に
放
ち
、
志
を
宇
宙
の
間
に
漂
わ
せ
て
い
る
。
奇
を
探
り
秘
を
渉
猟
し
、
華
を
噛
み
霊
を
我
が
も
の
に
し
よ
う
と
、
山
水
を
観
察
し
、
自
然
に
法
っ
て
文
を
綴
り
、
い
さ
さ
か
「
子
長
」
司
馬
遷
の
『
史
記
』
の
風
韻
と
、
「
虞
卿
」
の
『
虞
氏
春
秋
』
の
志
に
倣
い
た
い
。
旅
は
楽
し
い
も
の
で
、
無
駄
で
は
な
い
。
あ
な
た
（
李
夢
陽
）
と
思
い
は
同
じ
で
あ
る
が
、
時
宜
に
逢
わ
ず
、
は
か
り
ご
と
も
遂
げ
ら
れ
ず
、
空
し
く
空
林
に
膝
を
抱
き
、
心
を
奥
深
い
境
地
に
棲
ま
わ
せ
て
い
る
。
楡
枯
に
到
る
ま
で
の
小
旅
行
も
楽
し
い
が
、
も
と
よ
り
大
鵬
の
道
遙
の
志
も
知
っ
て
lO3(30）
手
紙
は
一
篇
の
論
文
で
あ
り
、
徐
頑
卿
は
李
夢
陽
に
向
か
っ
て
「
言
志
」
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
方
で
、
個
人
の
思
い
を
詠
う
詩
は
、
こ
れ
ま
で
の
引
用
詩
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
情
を
発
露
し
、
心
の
平
衡
を
保
つ
重
要
な
働
き
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
別
離
の
詩
と
な
れ
ば
さ
ら
に
杼
惰
性
が
前
面
に
出
て
こ
よ
う
。
旅
中
、
李
夢
陽
を
思
う
詩
は
九
首
作
ら
れ
て
い
る
。
詩
題
を
挙げると以下のようである。
①
往
歳
中
秋
、
與
献
吉
子
容
飲
、
幽
吟
於
月
下
。
飛
蓬
一
矢
、
載
離
寒
暑
、
今
舷
之
夕
、
時
異
事
非
、
對
月
畢
膓
、
帳
然
有
作
（
五
言
律
詩
『外集乞
い
る
。
そ
こ
で
卿
か
旅
の
行
程
を
略
述
し
、
楽
し
み
に
供
し
た
、
と
。
朝
廷
で
は
、
武
宗
の
奇
行
が
止
ま
ず
、
政
治
を
補
佐
し
た
劉
理
を
筆
頭
と
す
る
「
八
虎
」
が
専
横
を
極
め
て
い
た
。
糾
そ
う
と
し
た
李
夢
陽
は
獄
に
下
（Ⅲ）
さ
れ
た
。
も
と
よ
り
詩
文
を
能
く
し
科
挙
を
目
指
す
者
は
、
些
皇
か
で
平
和
な
世
の
中
を
実
現
き
せ
よ
う
と
望
み
を
抱
く
。
自
ら
の
手
で
実
現
で
き
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
思
い
を
詩
文
に
託
す
こ
と
が
責
務
と
意
識
さ
れ
て
い
た
。
李
夢
陽は官場に留まり実行に移したが、徐頑卿は楚へと追いやられた。
が
、
楚
の
旅
に
よ
っ
て
、
徐
頑
卿
は
そ
の
責
務
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
た
の
であった。
六
、
李
夢
陽
を
思
う
旅
中
の
詩
②九日期登大慈恩寺閣不果寄献吉（五言排律『迪功集』）
③秋日懐李郎中及邊熊一一君子五首（五言律詩『迪功集」）
④於武昌懐献吉五十韻（五言古詩『迪功集』）
⑤寄献吉（七言律詩『迪功集』）
の
⑤
は
正
徳
二
年
二
五
○
七
）
の
作
で
あ
る
。
徐
頑
卿
は
繍
湘
地
方
で
年
を
越
し
、
正
徳
二
年
二
五
○
七
）
四
月
い
っ
た
ん
蘇
州
に
行
っ
て
か
ら
十
月
に
京
師
に
戻
っ
て
い
る
。
①「往歳中秋」の作、題名中の「載離寒暑」は『詩経」小雅「小
明
」
の
「
二
月
初
吉
、
載
離
寒
暑
」
を
踏
ま
え
る
。
一
年
が
忽
ち
過
ぎ
友
人
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
る
こ
と
を
言
う
。
今
夜
中
秋
月
今
夜
中
秋
の
月
清
輝
異
往
時
清
輝
往
時
に
異
な
る
終
知
萬
古
色
終
に
知
る
万
古
の
色
不
受
片
雲
欺
受
け
ず
片
雲
の
欺
く
を
走
魅
應
含
涙
走
魅
応
に
涙
を
含
む
ぺ
し
潜
鮫
一
奮
篝
潜
鮫
一
に
篝
を
奮
ふ
遙
憐
澤
畔
客
遙
か
に
憐
む
沢
畔
の
客
の
千
里
正
相
思
千
里
正
に
相
思
ふ
を
同
じ
中
秋
の
月
で
も
今
見
て
い
る
月
の
清
輝
は
去
年
と
違
う
。
万
古
の
愁
い
を
帯
び
、
片
雲
に
隠
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
愁
い
は
募
る
ば
か
り
。
愁
い
の
た
め
に
走
魅
は
き
っ
と
目
に
涙
を
た
め
、
潜
鮫
も
書
を
振
る
わ
せ
て
い
る
に
１０２(31）
違
い
な
い
。
沢
畔
を
さ
ま
よ
う
旅
人
は
千
里
か
な
た
の
友
人
を
思
っ
て
い
る
。
②
は
九
月
九
日
に
大
慈
恩
寺
で
会
う
約
束
を
し
た
の
に
果
た
せ
ず
、
会
え
な
か
っ
た
無
念
を
詠
う
。
十
六
句
の
排
律
で
あ
る
。
「
太
白
・
摩
詰
の
境
に
合うに似たり」Ｓ皇明詩選』韓文の評）と評されている。
恨
憶
青
蓮
宇
帳
と
し
て
億
ふ
青
蓮
の
字
今
朝
黄
菊
開
今
朝
黄
菊
開
く
遥
知
遠
公
笑
遥
か
に
知
る
遠
公
の
笑
ふ
を
不
見
白
衣
來
見
ず
白
衣
の
来
た
る
を
窃
窕
人
天
閣
窃
窕
た
り
人
天
の
閣
峰
蝶
日
月
廻
峰
嶢
と
し
て
日
月
廻
か
な
り
山
川
粉
楚
望
山
川
粉
と
し
て
楚
を
望
み
や
や
城
關
動
秋
哀
城
閼
動
も
す
れ
ば
秋
に
哀
し
む
岨
首
羊
公
石
岨
首
羊
公
の
石
准
陰
戯
馬
臺
准
陰
戯
馬
の
台
つ
風
烟
那
可
即
風
烟
那
ん
ぞ
叩
く
可
け
ん
逸
興
杏
難
裁
逸
興
杏
と
し
て
裁
し
難
し
弧
負
登
模
作
強
ひ
て
登
楼
の
作
を
負
ひ
虚
傳
落
帽
才
虚
し
く
落
帽
の
才
を
伝
ふ
此
時
遥
燭
酌
此
の
時
遥
か
に
独
り
酌
み
念
爾
重
悠
哉
爾
を
念
ひ
て
重
ね
て
悠
な
る
哉
大
慈
恩
寺
で
は
今
朝
菊
の
花
が
開
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
行
か
れ
な
い
の
が
恨
め
し
い
。
「
遠
公
」
、
慧
遠
と
も
言
う
べ
き
あ
な
た
は
笑
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
し
、
「
白
衣
」
、
在
家
の
私
の
行
け
な
い
こ
と
を
知
っ
て
残
念
に
思
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
「
人
天
の
閣
」
、
衆
生
の
天
に
誓
え
る
慈
恩
寺
塔
は
美
し
く
、
そ
の
高
い
塔
に
は
日
や
月
が
懸
か
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
と
、
仏
教
用語を多用して李夢陽と塔を詠う。以下は自分のいる濡湘を詠う。
山
川
の
多
い
楚
を
望
み
、
城
閼
を
見
て
秋
を
哀
し
む
。
襄
陽
の
岨
首
山
に
は
羊
枯
の
堕
涙
碑
が
あ
り
、
准
陰
に
は
項
羽
の
築
い
た
戯
馬
の
台
が
あ
る
が
、
美
し
い
景
色
を
め
で
る
こ
と
も
な
く
、
逸
興
を
詩
に
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
自
分
は
「
登
楼
の
賦
」
を
作
っ
た
王
桀
の
よ
う
な
才
能
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
落
帽
の
故
事
の
孟
嘉
の
よ
う
な
才
能
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
柾
げ
ら
れ
て
言
わ
れ
、
空
し
く
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
は
遥
か
繍
湘
の
地
で
独
り
酒
を
酌
み
、
あ
な
た
を
思
っ
て
悲
し
み
を
重
ね
て
い
る
。
別
離
の
情
が
街
い
も
な
く
素
直
に
詠
わ
れ
て
い
る
。
以
下
も
同
様
で
あ
る
。
③「秋日懐李郎中及邊熊二君子五首」の其の一では（頷聯から
尾聯）山
川
思
不
極
山
川
恩
ひ
極
ま
ら
ず
雲
樹
葬
蒼
蒼
雲
樹
葵
蒼
蒼
た
り
對
酒
知
時
鐘
酒
に
対
し
て
時
の
変
ず
る
を
知
り
看
花
感
別
長
花
を
看
て
別
れ
の
長
き
に
感
ず
如
何
霜
後
雁
如
何
ぞ
霜
後
の
雁
猶
未
達
繍
湘
猶
ほ
未
だ
繍
湘
に
達
せ
ず
１０１(32）
と
長
く
別
れ
て
い
る
こ
と
、
便
り
の
な
い
こ
と
を
言
い
、
其
の
二
で
は
（
首
聯・頷聯）
借
問
關
中
友
借
問
す
関
中
の
友
新
詩
近
韓
多
新
詩
近
ご
ろ
転
た
多
か
ら
ん
風
煙
興
難
憲
風
煙
輿
尽
く
し
難
く
揺
落
意
如
何
揺
落
意
如
何
ん
と近況を問い、其の三では（頷聯）
未
妨
文
字
癖
未
だ
妨
げ
ず
文
字
の
癖
祇
益
簿
書
忙
舐
だ
益
ま
す
簿
書
忙
し
か
ら
ん
と李夢陽の繁忙ぶりを気づかっている。其の四は「邊廷實」邊
貢
（
一
四
七
六
～
一
五
一
一
三
）
を
思
っ
て
と
も
に
詩
を
作
り
合
い
た
い
こ
と
を
、
其
の
五
で
は
「
熊
子
」
熊
卓
は
ど
う
し
て
い
る
か
と
心
配
す
る
。
④
の
「
寄
献
吉
」
で
は
豈
是
乘
桴
客
豈
に
是
れ
桴
に
乗
る
客き
た
棲
棲
楚
水
陽
棲
棲
た
り
楚
水
の
陽
故
人
多
放
斥
故
人
多
く
放
斥
せ
ら
れ
吾
道
韓
凄
涼
吾
が
道
転
た
凄
涼
寵
辱
今
如
此
寵
辱
今
此
く
の
如
し
沈
憂
不
可
忘
沈
憂
忘
る
可
か
ら
ず
と、友人が多く排斥されたことに触れ、やるせない思いを詠う。
⑤は李夢陽が草堂を築いた知らせを聞き（尾聯）
詩
は
情
を
杼
べ
る
も
の
で
あ
る
が
、
で
は
、
徐
頑
卿
は
、
杼
情
と
言
志
と
を
ど
の
よ
う
に
両
立
さ
せ
、
実
践
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
官
界
に
身
を
置
く
徐
頼
卿
は
、
科
挙
の
及
第
者
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
。
思
い
は
李
夢
陽
も
同
じ
で
あ
る
。
朝
廷
で
は
劉
理
を
頭
と
す
る
「
八
虎
」
が
賊
属
し
、
徐
順
卿
が
江
南
・
繍
湘
へ
（腸）
赴
任
し
て
い
る
間
に
、
李
夢
陽
は
獄
に
下
さ
れ
た
。
徐
頑
卿
は
、
旅
立
ち
の
当
初
は
、
官
場
に
留
ま
る
こ
と
の
で
き
な
い
不
遇
感
と
官
界
の
不
穏
な
動
き
と
に
よ
っ
て
愁
い
を
懐
き
、
時
に
隠
棲
の
思
い
を
吐
露
し
て
い
た
。
が
、
旅
を
続
け
て
壮
大
な
自
然
に
触
れ
、
「
風
を
望
ん
で
荒
村
豹
虎
眠
難
穏
荒
村
射
虎
眠
り
穏
や
か
な
り
難
し
好
共
槍
江
學
釣
魚
好
し
共
に
槍
江
に
釣
魚
を
学
ば
ん
と政界の動きと友の災難を思い、ともに隠棲しようと一一一一口う。徐
頑
卿
に
と
っ
て
李
夢
陽
の
存
在
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
窺
え
よ
う
。
「
言
志
」
と
は
社
会
と
ど
の
よ
う
に
対
時
す
る
か
と
い
う
人
生
哲
学
に
通
じる。本稿で取り上げた「重與献吉書」（重ねて献吉に与ふるの書）
は、散文における「言志」の一つの形であり、「於武昌懐献吉五十韻」
（
武
昌
に
於
て
献
吉
を
懐
ふ
五
十
韻
）
は
、
韻
文
に
お
け
る
「
言
志
」
の
一
つ
の
形
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
李
夢
陽
が
い
な
く
て
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
。
お
わ
り
に
－
「
竹
帛
を
仮
り
て
以
て
志
を
昭
ら
か
に
す
」
Ｉ
１００(33）
其
の
人
を
恩
ひ
」
「
楽
し
み
て
其
の
身
を
終
ふ
」
る
だ
け
で
よ
い
の
か
、
人
と
し
て
こ
の
世
に
生
き
て
何
を
為
す
べ
き
か
、
と
疑
問
を
持
ち
始
め
る
（
第
一節）。
さ
ら
に
、
武
昌
で
は
、
楚
の
国
が
地
理
的
に
も
歴
史
的
に
も
枢
要
の
地
で
風
光
明
媚
で
あ
る
が
、
戦
が
繰
り
返
さ
れ
、
民
の
俗
の
卑
し
さ
と
人
の
価
の
は
か
な
さ
に
思
い
を
致
し
、
個
人
的
な
愁
い
か
ら
国
家
に
対
す
る
憂
い
を
強
く
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
左
遷
に
も
等
し
い
繍
湘
へ
の
赴
任
に
よ
っ
て
、
徐
順
卿
は
志
を
遂
げ
る
に
は
文
学
に
頼
る
し
か
な
く
、
「
川
か
子
長
の
風
を
希
い
、
虞
卿
の
志
を
庶
幾
う
」
と
、
「
言
詩
」
の
文
学
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
たのであった。（第五節）
「言志」の文学の認識はすでに漢代の『詩経」解釈にあらわれ、「志
を
言
う
」
と
い
う
意
識
は
多
く
の
詩
人
達
の
共
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
徐
順
卿
が
特
に
珍
し
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
が
、
明
代
蘇
州
の
文
人
社
会
に
育った徐順卿がこの「’’一一口志」を意識したことは注目に値する。で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
詩
に
よ
っ
て
そ
れ
を
実
現
す
る
の
か
。
李
夢
陽
の
手紙には、次のように言っていた（第四節）。
頼
む
所
は
豪
賢
発
憤
し
て
、
帯
礪
（
川
と
山
）
に
映
じ
て
以
て
名
を
垂
れ
、
章
逢
（
儒
者
）
道
を
楽
し
み
て
、
竹
帛
を
仮
り
て
以
て
志
を
昭
ら
こ
い
ね
か
かにせん一）とを。生人の業、為に朽ちざるを庶塵へのみ。
所
頼
豪
賢
發
憤
、
映
帯
礪
以
垂
名
、
章
逢
樂
道
、
假
竹
帛
以
昭
志
。
生
人
之
業
、
庶
為
不
朽
耳
。
儒
者
で
あ
れ
ば
、
「
竹
帛
を
仮
り
て
以
て
志
を
昭
ら
か
に
す
」
る
こ
と
が
そ
の
願
い
で
あ
る
、
と
。
徐
頑
卿
は
、
文
学
理
論
を
展
開
し
た
『
談
藝
録
」
で
、
詩
の
理
想
を
「
卿
雲」、「江水」、「蒸民」「麦秀」などの古歌と、その流れをくむ『詩
経』雅頌・国風に求めている。これらはみな（詠歌されていた。
先
王
之
を
宮
徴
に
協
へ
、
之
を
賛
絃
に
被
む
ら
し
め
、
之
を
郊
社
に
奏
し
、
之
を
宗
廟
に
頌
し
、
之
を
燕
会
に
歌
ひ
、
之
を
房
中
に
楓
す
。
蒜
た
だ
し
之
を
以
て
以
て
天
地
を
格
し
、
鬼
神
を
感
ぜ
し
め
、
風
教
を
腸
し
、
庶
情
に
通
ず
べ
し
。
此
れ
古
詩
の
大
約
な
り
。
先
王
協
之
於
宮
徴
、
被
之
於
蓄
絃
、
奏
之
於
郊
社
、
頌
之
於
宗
廟
、
歌
之
於
燕
會
、
弧
之
於
房
中
。
恭
以
之
可
以
格
天
地
、
感
鬼
神
、
暢
風
教
、
通
庶
情
。
此
古
詩
之
大
約
也
。
「
情
」
か
ら
生
ま
れ
た
詩
は
、
先
王
が
宮
徴
（
メ
ロ
デ
ィ
ー
）
に
合
わ
せ
て
楽
器
で
演
奏
で
き
る
よ
う
に
し
、
宗
廟
で
頌
し
、
宴
会
で
歌
い
、
房
中
で
猟
し
た
。
そ
れ
故
に
、
天
地
を
格
し
、
鬼
神
を
も
感
動
さ
せ
、
風
教
を
広
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
に
通
じ
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
。
詩
と
音
楽
と
が
結
び
つ
い
た
古
代
の
詩
は
、
雅
頌
と
国
風
に
受
け
継
が
れ
、
更
に
次
の
よ
う
に
発
展
し
た
と
言
う
。
お
こ
な
漢
鮓
っ
て
鴻
朗
、
文
章
作
す
こ
と
新
た
な
り
。
安
世
の
楚
声
は
、
温
純
厚
雅
、
孝
武
の
楽
府
は
、
壮
麗
宏
奇
。
結
紳
先
生
、
成
な
従
ひ
附
き
て
作
る
。
通
を
古
風
に
規
る
と
雛
も
、
各
お
の
剖
剛
を
懐
く
。
美
な
る
か
99(34）
な
歌
詠
、
漢
の
徳
雍
揚
た
り
、
雅
頌
の
嗣
と
為
す
ぺ
き
な
り
。
夫
の
興
懐
触
感
す
る
に
及
び
、
民
各
お
の
情
有
り
、
賢
人
逸
士
、
下
里
に
坤
吟
し
、
棄
妻
思
婦
、
中
閏
に
嘆
詠
し
、
鼓
吹
し
て
軍
曲
を
奏
し
、
童
謡
間
巷
に
発
す
る
は
、
亦
た
十
五
国
風
の
次
な
り
。
漢称鴻朗、文章作新。安世楚聲、温純厚雅、孝武樂府、壯麗宏苛。
緒
紳
先
生
、
成
從
附
作
。
難
規
迩
古
風
、
各
懐
剖
剛
。
美
哉
歌
詠
、
漢
徳
雍
揚
、
可
為
雅
頌
之
嗣
也
。
及
夫
興
懐
鯛
感
、
民
各
有
情
、
賢
人
逸
士
、
坤
吟
於
下
里
、
棄
妻
思
婦
、
嘆
詠
於
中
閨
、
皷
吹
奏
乎
軍
曲
、
童
謡
發
於
閏
巷
、
亦
十
五
國
風
之
次
也
。
安
世
の
楚
声
と
孝
武
時
代
の
楽
府
は
、
そ
れ
ぞ
れ
温
純
厚
雅
、
壮
麗
宏
奇
と
い
う
特
色
が
あ
り
、
緒
紳
先
生
た
ち
は
み
な
そ
の
古
風
に
な
ら
っ
て
詩
を
作
り
、
各
々
が
剖
剛
を
い
だ
い
て
い
た
。
そ
の
詠
歌
は
美
し
く
、
漢
の
徳
は
雍
揚
と
し
、
雅
頌
を
継
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
国
風
を
継
ぐ
も
の
は
、
民
は
そ
れ
ぞ
れ
情
に
よ
っ
て
詠
っ
た
。
賢
人
逸
士
は
下
里
に
叩
吟
し
、
棄
妻
思
婦
は
中
閨
に
嘆
詠
し
、
軍
曲
を
鼓
吹
演
奏
し
、
童
謡
が
閻
巷
に
起
こ
つ
（脇）
た、と。
『
談
藝
録
』
は
弘
治
十
一
年
二
四
九
八
）
徐
頑
卿
二
十
歳
の
と
き
に
書
き上げられていた。「竹帛を仮りて以て志を昭らかにす」る詩は、
『詩経」雅頌・国風やそれを継ぐ楽府である。徐頑卿は、官界に
身
を
置
き
、
繍
湘
に
旅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
重
要
性
を
切
実
に
認
識
し
た
の
で
あ
る
。
徐
頑
卿
の
楽
府
は
、
「
志
を
言
う
」
実
践
的
な
作
品
と
し
て
、
自
選
詩
文
『
迪
功
集
」
の
巻
頭
に
、
詩
の
配
列
に
意
を
用
い
て
置
か
れ
て
い
（Ⅳ）
る。徐
頑
卿
の
楽
府
以
外
の
詩
は
、
繍
湘
の
旅
を
通
じ
て
よ
り
透
明
感
を
増
し
た
。
李
夢
陽
を
思
う
詩
は
、
情
の
溢
れ
る
素
朴
な
詩
で
あ
る
。
徐
頑
卿
の
詩
（旧）
評によく一一一一口われる「清椀」詩が多くなるのもこの旅中である。以
下に引用する詩も「清遠」あるいは「清椀」と評されるものである。
祷湘へ向かう途中、巴楡（四川省）へ行く同年の藷若愚（藷世賢、
字若愚）を見送った詩「送藷若愚」（『迪功集』巻三）。
送
君
南
下
巴
楡
深
君
の
南
に
下
る
を
送
れ
ば
巴
楡
深
し
予
亦
逼
逼
湘
水
心
予
も
亦
た
追
追
湘
水
の
心
前
路
不
知
何
地
別
前
路
知
ら
ず
何
れ
の
地
に
て
別
れ
ん
干
山
萬
塾
暮
猿
吟
千
山
万
塾
蟇
猿
吟
ず
諸
家
の
評
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
。『皇明詩選』韓文「江寧（王昌齢）・太白（李白）の間に在
り
（
在
江
寧
太
白
之
間
と
．『明詩別裁集』「何大復の太華終南の篇と双美と云ふくし（輿
何
大
復
太
華
終
南
之
篇
可
云
隻
美
と
・宗子相「直ちに是れ供奉（李白）・龍標（王昌齢）の風調なり。
（宗子相云、直是供奉龍標風調と
・
徳
啓
「
情
遠
能
く
太
白
の
妙
境
を
得
た
り
（
清
遠
能
得
太
白
妙
境
と
李
白
や
王
昌
齢
の
詩
の
特
色
は
、
個
別
性
を
捨
象
し
、
テ
ー
マ
を
よ
り
突
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き
詰
め
て
純
化
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
理
屈
を
述
ぺ
ず
、
感
情
を
詩
句
の
中
に
封
じ
込
め
、
詩
的
空
間
に
そ
の
完
結
性
を
も
と
め
る
詩
風
で
あ
る
。
徐
順
卿
の
詩
の
特
色
も
ま
た
そ
こ
に
あ
る
。
徐頑卿は『談藝録』で「清圓」を詩の理想とした胸、繍湘への
旅
を
経
て
、
詩
は
よ
り
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
清
新
さ
を
増
し
円
や
か
に
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
注（
１
）
拙
稿
「
明
代
徐
頑
卿
の
江
南
時
代
１
文
徴
明
と
の
交
遊
と
洞
庭
唱
和
詩
Ｉ
」
（「国士舘大学人文学』３号、二○一三年一一一月）
（２）拙稿「徐頑卿‐江南時代の詩Ｉ」（「中國古典研究」第二十七號、
’九八二年十二月）
（３）拙稿「徐順卿‐唐寅との交遊Ｉ」（「漢学紀要』第十八號、二○’六
年三月）
（４）拙稿「徐頼卿の「於武昌懐献吉五十韻』について」（「漢学紀要」第
十七號、二○一五年一一一月）
（５）テキストは、「迪功集」（欽定四庫全書、電子版）に拠り、適宜『徐
迪功詩集四巻外集三巻附録一巻』（大立出版社、一九八一年）、「徐
頑卿全集編年校注』（萢志新編年校注、人民文学出版社、二○○九
年）を参酌する。なお本論中『正集』と記すのは徐頑卿自選の「徐
迪功詩集』を指す。
（６）『詩経』關風「東山」に「我狙東山、惜稻不歸。我來自東、零雨其濠。
我
東
日
歸
、
我
心
西
悲
。
制
彼
裳
衣
、
勿
士
行
枚
。
蛸
蛸
者
蝿
、
蒸
在
桑
野
。
敦彼燭宿、亦在車下。／我祖東山、稻稻不歸。我來自東、零雨其濠。
果
扇
之
實
、
亦
施
干
宇
。
伊
威
在
室
、
蟻
蛸
在
戸
。
町
腫
鹿
場
、
摺
曜
宵
行
。
亦
可
畏
也
、
伊
可
懐
也
。
／
我
沮
東
山
、
稻
憎
不
歸
。
我
來
自
東
、
零
雨
其
濠
。
鶴
鳴
子
姪
、
婦
嘆
干
室
。
泗
婦
弩
窒
、
我
征
聿
至
。
有
敦
瓜
苦
、
蕪
在
栗
薪
。
自
我
不
見
、
干
今
三
年
。
／
我
祖
東
山
、
恰
惜
不
歸
・
我
來
自
東
、
零
雨
其
濠
。
倉
庚
干
飛
、
摺
曜
其
羽
。
之
子
干
歸
、
皇
駁
其
馬
。
親
結
其
縞
、
九
十
其
儀
・
其
新
孔
嘉
、
其
薑
如
之
何
。
」
と
あ
る
。
（７）注（４）参照。
（８）陶淵明の「歸園田居」其一に「少無適俗韻、性本愛丘山。誤落塵網中、
｜去三十年。鵜鳥懸薑林、池魚思故淵。」とあり、「歸去來今瀞」に「歸
去來号、田園將蕪、胡不歸。既自以心為形役、実凋帳而濁悲。」とある。
（９）注（４）。
（
皿
）
屈
原
「
離
騒
」
に
「
恐
鴫
鵤
之
先
鳴
今
、
使
夫
百
草
爲
之
不
芳
」
と
あ
る
。
（Ⅱ）「樂府詩集』巻三十四「相和歌辞情調曲」豫章行に「古今樂録日、
豫
章
行
、
王
僧
虐
云
、
筍
録
所
載
古
白
楊
一
篇
、
今
不
傳
。
樂
府
解
題
日
、
陸
機汎舟清川渚、謝露運出宿告密親、皆傷離別。言壽短景馳、容華不久。
傅
玄
苦
相
篇
云
、
苦
相
身
爲
女
、
言
議
力
於
人
、
終
以
華
落
見
棄
。
亦
題
日
豫
章
行
也
。
豫
章
、
漢
郡
邑
、
地
名
。
」
と
あ
る
。
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（Ⅲ毫大明一統史』巻六十「襄陽府」に「太嶽大和山、在均州南一百二十里。
山有二十七峰、一一一十六巖、。：一一一潭、三天門、三洞天、｜福地。初
（ｐ）拙稿「『談藝録」にみる詩の理想」（『中国文化』第六八号、二○’○
（ご拙稿「徐頑卿の『談藝録』について」（宝
記念中国学論集』、一九八四年十二月）、三
（『中国文化』第六八号、二○一○年六月）
（Ⅳ）拙稿「徐頑卿の重薦』について」Ｓ中国一
（
ご
拙
稿
「
徐
頑
卿
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
」
Ｓ
漢
学
、
〆￣へ〆￣へ／￣､
１６１５１４
－．－、－〆、－〆 名
仙
室
山
、
又
名
太
嶽
山
」
と
あ
る
。
（皿）拙稿「徐頓卿の「文章煙月』を．
拙
稿
「
徐
頑
卿
の
『
談
藝
録
』
に
つ
い
て
」
ｓ
大
東
文
化
大
学
創
立
六
十
周
年
記念中国学論集』、一九八四年十二月）、「『談藝録』にみる詩の理想」
注（４）
注（４）
年六月）
年三月）
二○一四年三月）
圧（４）参照。
をめぐって」（『漢学紀要」第十六号、
（『中国文化』第四○号、一九八三
（『漢学紀要』第十一一一号、一一○二
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